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⑥新たな取り組みをしたい︕

県内の地域資源を活用した新商品・新サービス開発に要する経費を補助します。

※地域ごとに地域資源を指定（例︓ウメ…田辺市、醤油…湯浅町、機械加工製品…和歌山市など）
※Bコースは、補助事業完了後3年後に新規事業従事者3人以上又は新規事業売上高1,200万円以上を⾒込めること

わかやま中小企業元気ファンド

補助額・補助率
A ５０〜９９万９千円
B １００〜６００万円

2/3
以内 公募時期 １１月中旬頃〜

１月中旬頃（予定）

補助対象経費 集計・分析費、広告宣伝費、原材料費、外注加工費、委託費等
補助対象期間 令和９年４月上旬〜令和１０年２月下旬

県内の中小企業者と農林漁業者が連携して⾏う新商品・新サービス開発に要する経費を補助します。

※新商品・新サービスの開発だけでなく、新たな生産方法や新たな販売方法の開発についても補助対象

わかやま農商工連携ファンド

補助上限・補助率 ５０〜３００万円・２/３以内 公募時期 １１月中旬頃〜
１月中旬頃（予定）

補助対象経費 集計・分析費、広告宣伝費、原材料費、外注加工費、委託費等
補助対象期間 令和９年４月上旬〜令和１０年２月下旬

担当 テクノ振興班（073-432-5122）岡崎
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地域資源 一覧

担当 テクノ振興班（073-432-5122）岡崎

事業概要
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わかやま
中小企業元気ファンド

和歌山県が指定する地域資源を活用した
新しい商品・サービスの開発を支援します

》助成額

助成対象経費の３分の２以内
（県知事が指定した地域以外での地域資源を
活用したものは２分の１以内）

》助成率

【地域資源活用分野Ａ】

和歌山県内に事業所を有し、
次の①～③のいずれかに該当する事業者

① 中小企業者（個人事業主含む）
② 創業者
③ 特定非営利活動法人

》対象者

地域資源を活用した新商品開発や
新たな役務の提供等に取り組む事業

分野Aのうち、助成事業完了後3年後に
新規事業従事者3人以上又は新規事業
売上高1,200万円以上を見込める事業

５０万円

～９９万９千
円

【地域資源活用分野Ｂ】
１００万円

～６００万円

① 謝金及び旅費（委員、講師、調査研究員等の外部専門家に対するもののみ）

② 事務経費

会場借上料、会場整備費、印刷製本費、通信運搬費、集計・分析費、広告宣伝費、

消耗品費、調査・開発研究費（原材料費・外注加工費）、機械装置・工具器具費（研究開発に

係るもののみ）等

③ 委託費

》助成対象経費（共通）

》事業の流れ（共通）
2月 3月下旬 4月上旬 2月末 3月 3月中 翌年度から
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》申請締切（共通）

例年 11月中旬頃～1月中旬募集 予定
県内の地域資源を活用した新商
品・新サービス開発に要する経費
を補助します。

書類審査 プレゼン

事業概要
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わかやま
農商工連携ファンド

中小企業者と農林漁業者の連携体による
新しい商品・サービス等の開発を支援します

》助成額

》助成率

５０万円 ～ 300万円

助成対象経費の３分の２以内

県内に事業所を有する中小企業者等（１）と
県内で生産活動を行う農林漁業者（２）の連携体

（１）中小企業者等
① 中小企業者 （農林漁業者を除く。個人事業主を含む。）
② 特定非営利活動法人
③ 上記の資格を有する者によるグループ
（農林漁業者を除く）

（２）農林漁業者
農業、林業、漁業を営む個人、法人、また、農協、
農事組合法人、森林組合、漁業組合等

》対象者
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① 謝金及び旅費（委員、講師、調査研究員等の外部専門家に対するもののみ）

② 事務経費

会場借上料、会場整備費、印刷製本費、通信運搬費、集計・分析費、広告宣伝費、

消耗品費、調査・開発研究費（原材料費・外注加工費）、機械装置・工具器具費（研究開発に

係るもののみ）等

③ 委託費

》助成対象経費（共通）

》事業の流れ（共通）

2月 3月下旬 4月上旬 2月末 3月 3月中 翌年度から

申
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》申請締切（共通）県内の中⼩企業者と農林漁
業者が連携して⾏う新商品・新
サービス開発に要する経費を補
助します。

書類審査 プレゼン

事業概要

例年 11月中旬頃～1月中旬募集 予定
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和歌山産資源を活用した健康食品
の開発と事業化

事例紹介
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採択事業 H20〜
（県HPページ下部）

事例集① H20~H29 事例集② H20~H29

事例紹介
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＜補助金の下限＞
・補助金の下限を下回ると助成金の支払いが出来ません。

下限：元気ファンドＡ＿50万円、元気ファンドB＿100万円、農商工＿50万円

＜補助事業の目的＞
・新製品の開発、試作等を行うための補助金であり、試作、モニター調査までが対象です。
・助成事業が終了（補助金の支払い完了）するまで商品の販売はできません。
・機械装置や工具器具費は、研究開発に係るもののみ対象です。
助成事業完了後も、購入した備品は商品の製造には利用できません。

・機械装置や工具器具費は、リースやレンタルなどの合理的方法をとることを原則とします。

＜補助事業の期間＞
・補助事業期間は4月1日〜2月28日までです。（事業期間前倒し可能）
・ 2月28日までに経費の支払いが完了している必要があります（口座から引き落とされている必要があります。）。
・実績報告書の提出後、約１か月程で補助金をお支払いします。補助金のお支払い後に商品販売が開始できます。

留意事項
留意事項
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申請をお考えの方は、
早めに、ご相談ください。


